
PowerApps
ワークショップ
ポップアップの作成
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ポップアップとは？

uポップアップとは
ボタンを押すことで、現在の画面を遷移
することなく
別の画面が 飛び出したように設定する
ことができる機能

uメリット
画面遷移がないので、確認画面などで、
ユーザーがレスポンスよく操作すること
が可能
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ポップアップ変数の設定

u画面の名前
1. 「ポップアップ画面」

u変数設定
1. アプリ全体に変数を設定
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プロパティ パーツの名称 関数

OnStart App Set(popup, false);



ポップアップ変数の設定

uボタンの挿入
1. 名前：ポップアップボタン

u関数入力
1. ボタンを押したら、popupの変数の値を

変更
ture⇄false
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プロパティ パーツの名称 関数

OnSelect ポップアップボタン Set(popup, Not(popup));



ポップアップ画面の作成

u背景の挿入
1. アイコン四角形

2. 名前：ポップアップ背景

u背景色の設定
1. 背景色を薄鼠色
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プロパティ パーツの名称 関数

Fill ポップアップ背景 RGBA(149, 149, 149, 0.7)



ポップアップ画面の作成

uポップアップ背景を通常 非
表示設定
1. 通常は背景が出ないように設定。
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プロパティ パーツの名称 関数

Visible ポップアップ背景 popup



ポップアップ画面の作成

uポップアップ画面枠 挿入
1. Image 挿入

2. 名前：ポップアップ画面枠

u端を丸くする
1. 詳細設定：Radius 
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プロパティ パーツの名称 関数

Radius ポップアップ画面枠 30



ポップアップ画面の作成

uポップアップ閉じるボタン 挿入
1. アイコン：キャンセル

2. 名前：ポップアップ閉じるボタン

u関数入力
1. ボタンを押したら、popupの変数の値を 変更
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プロパティ パーツの名称 関数

OnSelect ポップアップ閉じるボタン Set(popup, Not(popup));



ポップアップ内に情報表示

uテキスト 挿入
1. ラベル

2. 名前：ポップアップ テキスト
ポップアップ内に を載せま
す。ギャラリーやボタンなども挿入可能
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ポップアップの表示⇄非表示

uポップアップのグループ化
1. 【Shiftキー】＋選択

2. グループ名：ポップアップ全て
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ポップアップの表示⇄非表示

uグループ化に変数設定
1. グループ化の【ポップアップ全

て】に関数入力
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プロパティ パーツの名称 関数

Visible ポップアップ
全て

popup


